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四
国
山
地
に
お
け
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
生
息
範
囲
調
査

～
「
は
し
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
０
」
～〈

計
画
課
〉　

平成 28 年に撮影された親子グマ
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四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
森
林
に
お
け

る
生
物
多
様
性
の
保
全
を
図
る
た
め
、
希

少
な
野
生
生
物
の
生
育
・
生
息
に
必
要
な

森
林
な
ど
を
保
護
林
や
緑
の
回
廊
に
設
定

し
、
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
剣
つ
る
ぎ
さ
ん山
山
系
に
お
い
て
も
、

野
生
生
物
の
生
育
・
生
息
地
を
結
ぶ
移
動

経
路
を
確
保
す
る
た
め
、
四
国
山
地
緑
の

回
廊
（
剣
山
地
区
）
を
設
定
し
、
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
を
は
じ
め
野
生
生
物
の
生
息
状
況

な
ど
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

四
国
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
剣
山
山
系

及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
み
に
生
息
す
る
と

さ
れ
、
平
成
29
年
時
点
で
16
頭
か
ら
24
頭

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

研
究
者
に
よ
る
２
０
１
９
年
論
文
）。
環

境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
２
０
２
０
に
お
い
て

「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
個
体
群
（
Ｌ

Ｐ
）」
と
し
て
「
四
国
山
地
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
平
成
26
年
度
か

ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
四
国
自
然
史
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
及
び
環
境
省
中
国
四
国
地
方
環

境
事
務
所
と
連
携
し
て
、
四
国
山
地
緑
の

回
廊
（
剣
山
地
区
）
の
国
有
林
及
び
そ
の
周

辺
に
お
い
て
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
四
国
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
息
範
囲

の
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
は
、

生
息
域
の
外
縁
（
は
し
っ
こ
）
を
把
握
し

よ
う
と
す
る
こ
と
か
ら
「
は
し
っ
こ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
調
査
結
果
で
は
、
セ
ン
サ
ー

カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
20
箇
所
の
う
ち
10
箇

所
（
徳
島
県
７
箇
所
、
高
知
県
３
箇
所
）

に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
15
頭
の
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
生
息
が
確

認
さ
れ
た
10
箇
所
は
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ま

で
に
生
息
が
確
認
さ
れ
た
区
域
に
含
ま
れ

て
お
り
、
依
然
と
し
て
四
国
の
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
は
剣
山
山
系
及
び
そ
の
周
辺
の
限
定

的
な
地
域
の
み
で
生
息
し
て
い
る
と
推
察

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
関
係
機
関
に
お
い
て
調
査
箇

所
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
、
事
前
に
調
査

箇
所
の
エ
リ
ア
分
け
を
行
い
、
33
箇
所
にセンサーカメラの設置

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
四
国

山
地
緑
の
回
廊
（
剣
山
地
区
）
及
び
周
辺

の
国
有
林
の
５
箇
所
で
15
台
の
セ
ン
サ
ー

カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

　

設
置
し
た
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
は
、
積
雪

が
始
ま
る
12
月
に
回
収
し
て
、
画
像
を
分

析
し
た
後
、
調
査
結
果
を
公
表
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
希
少
な
野
生
生
物
の
生
息

状
況
を
把
握
し
、
緑
の
回
廊
に
お
け
る
生

物
多
様
性
の
保
全
に
役
立
て
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
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徳
島
文
理
大
学
短
期
大
学
部

に
林
野
庁
長
官
の
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た〈

徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

６
月
24
日
、
徳
島
文
理
大
学
に
お
い
て

「
国
民
の
森も

り林
づ
く
り
推
進
功
労
者
」
林
野

庁
長
官
感
謝
状
の
贈
呈
式
を
執
り
行
い
ま

し
た
。

　

徳
島
文
理
大
学
短
期
大
学
部
生
活
科
学

科
で
は
、
食
物
専
攻
の
学
生
た
ち
が
、
森

林
保
護
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ

る
「
南
つ
る
ぎ
地
域
活
性
化
協
議
会
」（
平

井
滋

し
げ
る

会
長
）
と
協
力
し
、
平
成
28
年
か
ら

那
賀
郡
那
賀
町
木
沢
の
国
有
林
内
に
お
い

て
、
シ
カ
の
食
害
防
護
柵
ネ
ッ
ト
を
設
置

す
る
活
動
や
、
捕
獲
さ
れ
た
野
生
シ
カ
肉

が
有
効
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
シ
カ
の
解
体

実
習
、
ジ
ビ
エ
料
理
の
レ
シ
ピ
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
生
た
ち
が
考
案
し
た
シ
カ
肉
レ
シ
ピ

は
、
大
学
の
学
生
食
堂
に
お
い
て
定
期
的

に
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
考
案
メ
ニ
ュ
ー
の
「
シ
カ
肉

シ
チ
ュ
ー
」
は
、
今
年
１
月
に
開
か
れ
た

徳
島
県
主
催
の
、「『
阿
波
地
美
栄
』（
ジ
ビ

エ
）
料
理
レ
シ
ピ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
「
優

秀
賞
」
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
が
森
林
環
境
保
護
に

顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
林
野
庁

長
官
か
ら
木
製
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る

学生食堂でシカ肉を使ったジビエ料理を提供

川上伸一署長から比嘉梢乃さんに感謝状を贈呈木製の感謝状

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
大
学
短
期
大
学
部
の
学

生
や
教
職
員
、
来
賓
の
協
議
会
会
長
、
そ

し
て
徳
島
森
林
管
理
署
か
ら
署
長
外
職
員

３
名
の
約
40
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
感
謝

状
は
、
同
大
学
３
年
の
比ひ

が嘉
梢た
か

乃の

さ
ん
が

代
表
し
て
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

短
期
大
学
部
の
長
尾
久
美
子
准
教
授
と
協

議
会
の
平
井
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
尾
准
教
授
は
挨
拶
の
中
で
、「
こ
れ

ま
で
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ

で
感
謝
状
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
今

後
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
学
生
が
考
え
た

メ
ニ
ュ
ー
は
学
食
で
好
評
で
あ
り
、
普
段

の
授
業
で
は
学
べ
な
い
体
験
が
出
来
ま
し

た
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
井

会
長
か
ら
は
、
お
祝
い
の
言
葉
と
こ
れ
ま

で
の
活
動
状
況
、
そ
し
て
「
今
後
も
支
援

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
の
力
強
い
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
の
後
、
比
嘉
さ
ん
は
多
く
の
マ

ス
コ
ミ
に
囲
ま
れ
、
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置

の
苦
労
や
、
シ
カ
肉
の
解
体
は
難
し
か
っ
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夢
の
早
生
樹
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン

三
世
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
中

〈
森
林
整
備
部
〉　
　

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
中
国
・
台
湾
原
産
の

ヒ
ノ
キ
科
の
針
葉
樹
で
、
木
材
と
し
て
は

ヒ
ノ
キ
と
同
程
度
の
強
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
切
り
株
か
ら
盛
ん
に
発
芽
し
、
代

替
わ
り
を
す
る
（
萌ぼ

う

芽が

更
新
）
こ
と
が
可

リ
ケ
ー
ト
な
苗
木
で
す
の
で
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
移
植
し
て
い
ま
す
。
山
に
行
く

日
ま
で
大
切
に
育
て
ま
す
」
と
笑
顔
で
コ

メ
ン
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

育苗状況を説明する（株）岡宗農園の岡宗信明
社長（左端）と森林管理局・署職員

ノウサギの食害を受けたとみられるコウヨ
ウザンの植栽木

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
安
芸
森
林
管
理

署
管
内
の
須す

川が
わ
や
ま山
国
有
林
に
試
験
的
に
植

栽
し
た
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
育
成
状
況
を
調

査
し
ま
し
た
。

　

こ
の
須
川
山
国
有
林
の
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン

は
、
平
成
31
年
２
月
に
宮
崎
県
産
の
苗
木

を
約
２
千
６
百
本
植
栽
し
た
も
の
で
、
植

栽
地
外
縁
に
は
獣
害
防
止
用
の
ネ
ッ
ト

（
５
セ
ン
チ
網
目
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
獣
害
対
策
を
行
っ
て
い
る

も
の
の
完
全
な
防
護
は
困
難
で
、
残
念
な

が
ら
シ
カ
と
ウ
サ
ギ
に
よ
る
食
害
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
痕
跡
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
に
向
け
て
、
適
切
か
つ
低
コ
ス
ト

な
防
護
方
法
に
つ
い
て
更
な
る
検
討
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
四
国
森
林
管
理
局
は
関

生分解性ペーパーホルダー付きコンテナへ
の移植の様子

た
こ
と
、
そ
し
て
「
後
輩
た
ち
に
も
、
シ

カ
肉
の
美
味
し
さ
や
あ
り
が
た
み
を
知
っ

て
欲
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

徳
島
県
で
は
、
野
生
鳥
獣
の
捕
獲
を
進

め
て
お
り
、
平
成
30
年
度
の
シ
カ
捕
獲
数

は
１
２
，
７
１
７
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
う
ち
シ
カ
肉
が
有

効
活
用
さ
れ
る
割
合
は
１
割
未
満
で
、
ほ

と
ん
ど
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

徳
島
文
理
大
学
の
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
た
森
林
保
護
活
動
が
注
目
さ
れ
、
多

く
の
方
々
に
シ
カ
肉
の
活
用
方
法
を
知
っ

て
も
ら
い
、
シ
カ
肉
の
利
活
用
が
拡
大
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

当
森
林
管
理
署
で
は
、
今
後
も
森
林
環

境
保
護
な
ど
国
民
の
森
林
づ
く
り
に
参
加

す
る
皆
さ
ん
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

能
で
あ
り
、
成
長
も
早
い
こ
と
か
ら
、
伐

採
後
の
再
造
林
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削
減
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
は
、
昭
和
７
年
度
に

植
栽
し
た
土
佐
清
水
市
の
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン

試
験
地
（
辛か

ら
か
わ
や
ま

川
山
国
有
林
）
を
活
か
し
て
、

高
知
県
、
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
造
林
コ
ス
ト
の
大
幅

削
減
に
向
け
た
「
夢
の
早
生
樹
コ
ウ
ヨ
ウ

ザ
ン
三
世
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
同

試
験
地
で
育
成
し
た
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
か
ら

種
子
と
切
り
株
か
ら
発
生
し
た
萌
芽
を
採

取
し
、
高
知
県
安
芸
市
の
（
株
）
岡
宗
農
園

が
苗
木
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組

は
、
四
国
森
林
管
理
局
と
同
農
園
と
の
間

で
協
定
を
締
結
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
般
、
同
農
園
に
て
発
芽
さ
せ
た
実
生

苗
（
約
１
万
３
千
本
）
が
一
定
の
大
き
さ

に
育
っ
た
た
め
、
苗
木
育
成
用
ト
レ
ー
か

ら
生
分
解
性
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
（
※
）

付
き
の
コ
ン
テ
ナ
容
器
に
移
植
す
る
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
移
植
作
業
は
全
て
手
作
業
で
行
わ

れ
、
同
農
園
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
で
も
１
日

に
５
０
０
本
程
度
し
か
移
植
で
き
ま
せ

ん
。
作
業
を
行
う
職
員
の
方
か
ら
は
「
デ
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須川山国有林のコウヨウザン植栽地調査の様子

生
分
解
性
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー

係
機
関
と
連
携
し
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
生

産
・
育
成
技
術
の
確
立
に
向
け
た
「
夢
の

早
生
樹
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
三
世
代
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
「
生
分
解
性
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
は
、

生
分
解
性
の
ポ
リ
乳
酸
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

施
し
た
紙
で
で
き
て
お
り
、
ホ
ル
ダ
ー
ご

と
そ
の
ま
ま
植
栽
可
能
で
す
。

　

植
栽
時
の
根
部
が
崩
れ
に
く
く
、
取
扱

い
が
容
易
で
あ
り
、
更
に
植
栽
後
、
根
は

こ
の
ホ
ル
ダ
ー
を
貫
通
し
て
伸
び
る
の

で
、
植
栽
作
業
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
廃
棄
物
処
理
も
不
要
で
す
。

未
来
の
森
林
・
林
業
を
担
う

高
校
生
に
森
林
環
境
教
育
を
実
施

〈
技
術
普
及
課
〉

　

高
知
県
立
高
知
農
業
高
等
学
校
森
林
総

合
科
で
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に

関
す
る
授
業
の
ほ
か
、
治
山
事
業
や
林
道

事
業
等
の
見
学
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
講
師
の
派

遣
や
、
現
場
実
習
等
に
よ
り
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
２
年
生
20
名
を
対
象
に
、

林
野
庁
の
業
務
紹
介
や
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
の
現
状
、
ド
ロ
ー
ン
を
は
じ
め
と

す
る
林
業
分
野
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
現
状
に

つ
い
て
、
実
習
を
交
え
て
授
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

１
時
限
目
の
林
野
庁
業
務
の
紹
介
で

は
、
現
地
調
査
な
ど
の
現
場
業
務
が
多

い
と
い
っ
た
特
殊
性
や
国
有
林
の
果
た
し

て
い
る
役
割
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
質
疑
で
は
授
業
で
行
わ
れ
て
い
る
林

業
実
習
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
講
師
の
体
験

談
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
時
限
目
に
、
我
が
国
及
び
四
国
地
域

に
お
け
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、

ス
マ
ー
ト
林
業
で
求
め
ら
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技吉本直人・人事係長から業務説明

術
の
現
状
に
つ
い
て
、
森
林
管
理
局
や
森

林
管
理
署
等
で
実
証
が
行
わ
れ
て
い
る
ド

ロ
ー
ン
や
Ｏ
Ｗ
Ｌ
（
森
林
３
次
元
計
測
シ

ス
テ
ム
）、
無
人
操
作
の
高
性
能
林
業
機
械

の
作
業
な
ど
へ
の
活
用
事
例
の
紹
介
を
行

い
ま
し
た
。

　

３
、４
時
限
目
は
、
体
育
館
内
で
生
徒
た

ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
ド
ロ
ー
ン
の
操

作
や
敷
地
内
の
植
栽
木
を
用
い
た
Ｏ
Ｗ
Ｌ

で
の
デ
ー
タ
収
集
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（
全
地
球

航
法
衛
星
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
り
取
得
し
た

３
次
元
点
群
デ
ー
タ
の
活
用
事
例
の
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
か
ら
は
、「（
ド
ロ
ー
ン
の
）

操
作
は
意
外
と
簡
単
で
写
真
撮
影
し
た

り
、
物
を
運
ん
だ
り
、
色
々
な
機
能
が
あ 安藤暁子・企画官によるＩＣＴ講義
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る
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
Ｏ
Ｗ
Ｌ
は
数
十
秒

立
っ
て
い
る
だ
け
で
空
間
計
測
が
出
来
る

の
に
は
驚
い
た
」
な
ど
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
今
年
か
ら
小
型
ド
ロ
ー
ン

を
使
用
し
た
実
習
授
業
が
行
わ
れ
て
お

り
、
高
橋
一
史
先
生
か
ら
、
機
器
の
操
作

だ
け
で
な
く
林
業
の
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
新
た

な
可
能
性
に
向
け
た
技
術
開
発
を
検
討
し

た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
知
農
業
高
等
学
校
で
は
、
秋
に
も
国

有
林
に
お
い
て
、
千
本
山
登
山
、
治
山
事

業
や
林
道
事
業
の
見
学
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
将
来
の

森
林
・
林
業
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
森
林
環
境
教
育
な
ど
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ＯＷＬによる計測作業

ドローンによる記念撮影

国
家
公
務
員
安
全
週
間
の
取
組

〈
総
務
課
〉

　

７
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
一
週
間
、

四
国
森
林
管
理
局
に
お
い
て
、「
経
験
と
知

識
に
潜
む　

油
断
の
芽
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
令
和
二
年
度
国
家
公
務
員
安
全
週
間

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

局
・
署
（
所
）
で
は
、
安
全
週
間
中
に

安
全
大
会
や
安
全
週
間
前
の
安
全
パ
ト

幹部による安全旗掲揚

彦坂交通課長による交通安全講話

ロ
ー
ル
な
ど
の
各
種
取
組
を
行
い
ま
し

た
。

　

本
局
で
は
、
安
全
週
間
の
初
日
に
、
局

幹
部
に
よ
る
安
全
旗
の
掲
揚
を
行
い
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
、
安
全
大
会
を
開
催

し
、
最
初
に
局
長
か
ら
、
災
害
の
発
生
状

況
、
災
害
防
止
の
責
務
及
び
安
全
意
識
の

高
揚
等
に
つ
い
て
の
訓
示
が
あ
り
、
そ
の

後
、
高
知
警
察
署
の
彦
坂
公
司
交
通
課
長

か
ら
、「
交
通
事
故
防
止
の
重
要
性
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
話
の
中
で
、
飲
酒
運
転
事
故
の
代
償

の
大
き
さ
や
、
防
衛
運
転
及
び
予
測
運
転

の
重
要
性
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
職

員
は
、
職
場
へ
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
、
遠
距

離
出
張
の
運
転
業
務
や
林
道
走
行
に
お
け

る
、
交
通
事
故
防
止
の
重
要
性
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
に
よ
る
衛
星
電
話
を
使
っ

た
訓
練
を
行
い
、
衛
星
電
話
の
使
用
方
法

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
安
全
週
間
の
取
組
を
契
機

に
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
安
全
確
保
の
重

要
性
に
つ
い
て
意
識
を
深
め
、
引
き
続
き

実
効
性
の
あ
る
安
全
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
、
災
害
の
未
然
防
止
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
し
た
。
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三
嶺
の
自
然
を
守
る
会
と
連

携
し
て
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
支
援

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

６
月
21
日
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
三み

嶺う
ね

の
自
然
を
守
る
会
」（
暮
く
れ
い
し
ひ
ろ
し

石
洋
理

事
長
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
シ
カ
食

害
防
止
柵
の
設
置
作
業
が
徳
島
県
三
好
市

菅す
げ
お
い生
か
ら
の
旧
三
嶺
登
山
道
周
辺
の
国
有

林
で
行
わ
れ
、
会
員
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
そ
し
て
徳
島
森
林
管
理
署
職
員
７
名

を
含
め
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

三
嶺
の
自
然
を
守
る
会
は
、
剣
山
・
三

嶺
と
そ
の
周
辺
山
域
へ
の
登
山
者
や
地
域

住
民
に
対
し
、
環
境
保
全
・
再
生
、
調
査
・

研
究
、
環
境
教
育
な
ど
の
活
動
を
行
い
、

地
域
の
自
然
環
境
と
景
観
の
保
全
を
目
的

と
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
山
域
は
、
シ
カ
の
生
息
数
の
増
加

が
著
し
く
、
シ
カ
に
よ
る
樹
木
等
の
食
害

被
害
に
対
す
る
防
護
対
策
が
急
務
で
あ

り
、
同
会
は
、
そ
の
危
機
的
状
況
を
、
平

成
21
年
か
ら
食
害
で
荒
廃
す
る
三
嶺
の
状

況
の
記
録
報
告
書
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、
シ
カ
食
害
防
止
柵
の
設
置
な
ど
対
策

の
必
要
性
を
行
政
機
関
、
県
民
に
呼
び
か

け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
防
止
柵
の
設
置
作
業
に
毎
年
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

防
止
柵
は
、
外
周
50
ｍ
の
も
の
を
３
基

設
置
し
ま
し
た
。
作
業
は
ま
ず
、
支
柱
を

打
ち
込
み
、
支
柱
に
沿
っ
て
ネ
ッ
ト
を

張
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、
支
柱
が
倒

れ
な
い
よ
う
に
支
柱
の
脇
に
杭
を
地
中
に

打
ち
込
み
支
柱
と
杭
を
ロ
ー
プ
で
固
定
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
使
用
し
た
防
止
柵
の
支
柱
は
、
那

賀
郡
那
賀
町
の
製
材
所
で
開
発
さ
れ
た
ス

ギ
材
の
２
段
継
ぎ
支
柱
を
試
験
的
に
使
用

し
ま
し
た
。
小
型
・
軽
量
で
あ
る
た
め
、

防止柵の外周に支柱を打ち込んでいきます支柱に沿ってネットを張ります

シ
カ
食
害
防
止
柵
の
設
置
に
必
要
な
支
柱

や
ネ
ッ
ト
を
担
い
で
登
り
ま
す

今
回
の
よ
う
な
人
肩
運
搬
を
伴
う
箇
所
に

適
し
て
お
り
、
参
加
者
に
も
好
評
で
、
ま

た
、
わ
ず
か
で
す
が
木
材
利
用
に
も
貢
献

で
き
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
今
後

改
良
す
べ
き
点
は
あ
り
ま
し
た
が
、
部
材

数
が
少
な
く
、
設
置
も
簡
単
な
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

作
業
は
３
班
に
分
か
れ
て
、
経
験
者
を

そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
互

い
に
教
え
合
い
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
梅
雨
期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

天
気
に
恵
ま
れ
、
約
２
時
間
で
無
事
に
作

業
を
終
え
ま
し
た
。

　

当
署
か
ら
は
、
防
止
柵
の
設
置
経
験
の

な
い
若
手
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
参
加

し
、
実
際
の
作
業
を
通
し
て
設
置
方
法
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
て
防
止
柵
設

置
な
ど
、
シ
カ
被
害
対
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。



高
知
県
立
林
業
大
学
校
の
生

徒
が
下
刈
り
作
業
を
実
施

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

高
知
中
部
森
林
管
理
署
で
は
、
四
国
森

林
管
理
局
と
高
知
県
と
の
間
で
締
結
さ
れ

た
高
知
県
立
林
業
大
学
校
に
お
け
る
人
材

育
成
に
向
け
た
連
携
及
び
協
力
に
関
す
る

協
定
に
基
づ
き
、
同
大
学
校
に
お
け
る
人

材
育
成
に
積
極
的
に
連
携
・
協
力
し
て
い

ま
す
。

作
業
現
地
（
ド
ロ
ー
ン
撮
影
）

　

７
月
２
日
、
本
年
度
最
初
の
現
地
実
習

と
し
て
、
谷た

に
あ
い
や
ま

相
山
３
林
班
「
高
知
県
立
林

業
大
学
校
の
森
」
に
お
い
て
、
令
和
２
年

度
基
礎
課
程
の
研
修
生
19
名
に
よ
り
、
手

刈
り
に
よ
る
下
刈
り
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
作
業
地
は
、
同
大
学
校
の
平
成

30
年
度
の
研
修
生
が
昨
年
２
月
に
植
栽
し

た
約
１
ha
の
箇
所
で
、
第
１
回
目
の
下
刈

り
実
施
区
域
で
す
。

　

当
日
は
、
梅
雨
と
は
思
え
ぬ
晴
天
の

中
、
吉
良
崇
夫
署
長
か
ら
「
立
派
な
山
に

育
て
る
た
め
に
は
、
下
刈
り
は
大
事
な
作

業
で
あ
り
、
炎
天
下
で
の
一
番
大
変
な
作

業
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
過
酷
な
作
業
を

ぜ
ひ
体
感
し
て
ほ
し
い
」
と
の
挨
拶
の

後
、
19
名
の
研
修
生
を
９
班
に
班
分
け

し
、
作
業
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
や
下

刈
り
鎌
の
使
い
方
、
作
業
手
順
を
説
明

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
分
か
れ
て
当
署
の

職
員
が
指
導
役
と
し
て
付
き
、
作
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
、
生
い
茂
る
草
木
の
中
の
ス

ギ
植
栽
木
を
探
し
な
が
ら
、
間
違
っ
て
刈

ら
な
い
よ
う
慎
重
に
作
業
を
進
め
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
鎌
を
使
う
の
が
初
め
て
の

研
修
生
は
、
力
任
せ
に
鎌
を
振
り
下
ろ
し

て
も
う
ま
く
切
れ
ず
、
暑
さ
と
イ
バ
ラ
に

悪
戦
苦
闘
す
る
な
ど
、
思
っ
た
以
上
に
手

間
と
労
力
が
必
要
な
作
業
で
あ
る
こ
と
を

実
感
さ
せ
ら
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

当
初
は
思
っ
た
よ
う
に
作
業
が
進
ま
な

い
研
修
生
で
し
た
が
、
職
員
か
ら
「
振
り

下
ろ
す
角
度
も
考
え
て
、
力
を
入
れ
ず
鎌

の
重
さ
を
利
用
し
て
切
っ
て
」
等
の
ア
ド

バ
イ
ス
に
よ
り
、
徐
々
に
要
領
を
つ
か
ん

で
く
る
と
、
作
業
ス
ピ
ー
ド
も
上
が
り
、

２
日
間
の
予
定
の
と
こ
ろ
、
１
日
で
完
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
内
藤
晴
敬
技
術
普
及
課
長
か
ら

「
山
づ
く
り
に
は
多
く
の
手
間
が
か
か
り
、

下
刈
り
の
大
変
さ
を
実
感
し
て
く
れ
た
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
作
業
実
習
が
、
今
後

の
皆
さ
ん
の
仕
事
の
中
で
少
し
で
も
役
に

立
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
ま
た
、

安
全
作
業
が
何
よ
り
も
大
事
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
今
回

の
作
業
実
習
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

同
大
学
校
で
は
、
秋
に
も
、
シ
カ
ネ
ッ

ト
設
置
、
単
木
保
護
、
地
拵
え
、
植
付
け

の
作
業
実
習
を
予
定
し
て
お
り
、
当
署
と

し
て
も
引
き
続
き
高
知
県
の
林
業
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
取
組
の
一
端
を
、
担
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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林
野
庁
か
ら
梼
原
町
役
場
に
出
向
し
て
、

間
も
な
く
４
ヶ
月
と
な
り
ま
す
。
梼
原
町

は
高
知
県
の
北
西
部
、
愛
媛
県
と
の
県
境

に
位
置
し
て
お
り
、
人
口
は
約
３
４
０
０

人
、
主
な
産
業
は
農
業
と
林
業
で
す
。
町

の
約
９
割
を
森
林
が
占
め
て
お
り
、
豊
か

な
森
林
資
源
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
森
林
の
多
く
は
戦
後
、
植
林

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
町
で
は
風
力
発
電

の
売
電
益
を
基
金
に
し
て
、
積
極
的
に
間

伐
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も

あ
り
、
町
内
の
森
林
は
本
格
的
な
収
穫

期
を
迎
え
て
お
り
、
林
政
を
担
う
町
役
場

の
役
割
も
一
層
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
町
役
場
は
令
和
２
年

４
月
に
「
森
林
の
文
化
創
造
推
進
課
」
と

い
う
新
し
い
課
を
設
置
し
、
新
し
い
森
林

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

私
は
そ
の
新
設
さ
れ
た
課
に
所
属
し
て
い

ま
す
。

　

私
は
梼
原
町
へ
の
出
向
が
決
ま
っ
た

後
、
町
の
様
子
を
知
る
た
め
に
、
町
役
場

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
ま
し
た
が
、
四
季

折
々
の
美
し
い
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
に

驚
き
ま
し
た
。
実
際
に
町
役
場
で
勤
務
を

始
め
て
気
付
き
ま
し
た
が
、
町
役
場
は
町

独
自
の
発
想
を
も
っ
て
、
新
し
い
町
づ
く

り
に
取
り
組
む
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
個
性
あ
ふ
れ
る
公
共
建
築
物
や
綺
麗

な
町
並
み
は
、
町
づ
く

り
に
関
わ
る
方
々
の
創

造
力
に
よ
る
も
の
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

森
林
づ
く
り
に
お
い

て
は
、
国
有
林
と
連
携

し
た
取
組
が
現
在
で
も

続
い
て
お
り
、
私
は
着

任
早
々
、
国
有
林
に
新

規
設
定
し
た
分
収
造
林

梼
原
産
の
杉
材
を
使
っ
て
建
て
ら
れ
た
梼

原
町
総
合
庁
舎

ユスノキ（イスノキ）を植樹する筆者

新緑の町有林

地
で
の
植
樹
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
現

地
を
見
た
私
は
、
国
有
林
は
よ
い
山
づ
く

り
を
し
て
い
る
と
自
負
し
な
が
ら
も
、
私

自
身
の
国
有
林
で
の
経
験
を
ひ
と
つ
で
も

民
有
林
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
決
心
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
町
で
は
６
月
に
森
林
づ
く
り
の

新
た
な
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、「
森
林
づ
く

り
は
人
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
梼

原
町
に
相
応
し
い
担
い
手
育
成
の
仕
組
み

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
私
も
町
役

場
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
林
野
庁
で
培
っ

て
き
た
技
術
力
を
発
揮
し
、
梼
原
町
の
新

し
い
森
林
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。



　

安
芸
森
林
管
理
署
安あ

き芸
・
入に
ゅ
う
が
う
ち

河
内
森
林

事
務
所
の
森も

り
し
た
よ
し
は
る

下
嘉
晴
首
席
森
林
官
が
長
年

に
渡
り
四
国
の
山
々
を
歩
き
な
が
ら
、
山

や
森
の
魅
力
と
見
ど
こ
ろ
、
地
域
に
伝
わ

る
民
話
・
伝
承
な
ど
の
物
語
を
イ
ラ
ス
ト

と
し
て
描
い
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
の
最
新
号

№
１
０
５
「
猿さ

る
お
し押
～
神
こ
う
の
み
ね
峯　

安
芸
・
安
田

境
界
の
尾
根
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

森
下
森
林
官
が
、
実
際
に
現
地
を
歩
き
、

感
じ
た
こ
と
や
そ
の
時
の
情
景
を
思
い
な

が
ら
描
い
て
い
ま
す
。

　

「
た
ん
ね
る
」
と
は
、
高
知
県
西
部
の

幡
多
地
域
で
話
さ
れ
て
い
る
方
言
「
幡
多

弁
」
で
、
人
や
土
地
な
ど
を
探
し
て
歩
く
、

土
地
の
名
所
や
会
い
た
い
人
を
探
し
に
行

く
、
あ
る
い
は
探
訪
す
る
な
ど
の
意
味
で

す
。

　

過
去
の
た
ん
ね
歩
き
も
四
国
森
林
管
理

局
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
ア
ド
レ
ス
：

h
ttp://w

w
w
.rin
y
a.m
aff.g
o.jp/

sh
ikoku

/policy
/b
u
sin
ess/

in
v
itation

/y
am
aaru
ki_irasu

tom
ap.

h
tm
l

　

№
１
０
５
号
「
猿
押
～
神
峯　

安
芸
・

安
田
境
界
の
尾
根
」
か
ら

　

「
名な

む
ら
が
わ

村
川
と
安や

す
だ
が
わ

田
川
の
分
水
嶺
で
も
あ

る
こ
の
尾
根
は
、
広
大
な
人
工
林
の
中

に
あ
り
、
数
々
の
谷
や
尾
根
を
形
づ
く
る

所
々
、
昔
の
人
が
横
ぎ
っ
た
道
跡
や
家
や

田
畑
の
跡
が
点
在
す
る
。

　

展
望
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
人
里
を
離

れ
た
静
か
な
山
中
で
、
春
の
送
り
葉
が
落

と
し
た
葉
を
踏
む
音
と
、
時
折
、
鹿
の
鳴

き
声
と
動
物
た
ち
の
気
配
を
濃
く
感
じ
た

山
歩
き
だ
っ
た
。」
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四
万
十
森
林
管
理
署
十と

う

わ和
森
林
事
務
所

は
、高
知
県
西
部
の
高
岡
郡
四
万
十
町
（
旧

十
和
村
）
に
所
在
し
、町
役
場
（
旧
窪
川
町
）

か
ら
車
で
約
１
時
間
、
四
万
十
川
沿
い
を

下
っ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

管
内
の
十と

う
か
わ川
地
区
で
は
、
山
が
新
緑
に

染
ま
る
４
～
５
月
に
色
と
り
ど
り
の
鯉
の

ぼ
り
が
、
川
面
を
渡
る
風
を
う
け
て
悠
然

と
泳
ぐ
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
数
５
０
０
匹
余
り
、「
こ
い
の
ぼ
り
の四万十川に渡したこいのぼりの様子

川
渡
し
」
の
季
節
は
県
内
は
も
と
よ
り
県

外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
ま

す
。
ま
た
、
旧
十
和
村
は
森
林
率
90
％
で

古
く
よ
り
林
業
・
椎
茸
栽
培
で
栄
え
た
地

域
で
す
。

　

当
事
務
所
は
四
万
十
川
中
流
域
の
国

有
林
約
３
４
０
０
ha
を
管
理
し
て
お
り
、

管
内
に
は
優
良
な
ア
カ
マ
ツ
林
分
で
あ
る

古ふ
る
や
や
ま
お
う
ど
う

屋
山
大
道
マ
ツ
（
遺
伝
資
源
）
希
少
個

体
群
保
護
林
、
日
本
最
古
の
複
層
林
と
さ

れ
る
小こ

じ

お

椎
尾
山
国
有
林
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
小
椎
尾
山
の
複
層
林
は
、
藩
政
時

代
（
文
化
８
年
、
１
８
１
１
年
）
に
植
栽

さ
れ
た
林
を
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
年
）

に
抜
き
切
り
し
、
翌
昭
和
９
年
に
伐
採
跡

地
へ
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
各
５
０
０
本
を
植
栽

し
た
こ
と
か
ら
、
複
層
林
が
形
成
さ
れ
た

も
の
で
す
。
上
層
木
の
中
に
は
樹
高
47
ｍ
、

胸
高
直
径
１
６
０
㎝
、
幹
周
５
０
７
㎝
の

日
本
最
古
の
複
層
林
と
さ
れ
る
小
椎
尾
山

国
有
林
の
林
内

巨
大
な
ス
ギ
が
生
育
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
文
化
８
年
は
徳
川
11
代
将

軍
で
あ
る
家
斉
の
時
代
で
あ
り
、
郷
土
の

志
士
で
あ
る
坂
本
龍
馬
が
生
ま
れ
る
25
年

前
で
し
た
。

　

当
事
務
所
が
管
理
す
る
国
有
林
の
多
く

は
収
穫
期
を
迎
え
、
立
木
販
売
、
間
伐
地

で
の
素
材
生
産
事
業
、
伐
採
跡
地
の
森
林

整
備
事
業
を
複
数
箇
所
で
実
施
し
て
お

り
、
そ
う
し
た
事
業
に
関
連
す
る
調
査
や

監
督
業
務
の
ほ
か
、
林
道
や
境
界
の
保
全

管
理
業
務
な
ど
に
、
森
林
官
と
再
任
用
職

員
３
名
の
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
時
期
は
レ
ン
タ
ル
バ
ッ
ク
ホ

バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
林
道
維
持
修
繕

事
務
所
前
に
て
（
筆
者
中
央
後
）

ウ
に
よ
り
、
管
内
の
林
道
の
維
持
修
繕
業

務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

昭
和
50
年
代
に
は
１
事
業
所
、
１
貯
木

場
、
３
担
当
区
が
あ
り
、
50
名
を
超
え
る

職
員
が
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
現
場
を
知

る
職
員
が
減
少
の
一
途
で
あ
る
中
で
、
今

後
ど
の
よ
う
に
業
務
を
回
し
て
い
く
べ
き

か
、
現
場
最
前
線
で
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

林
業
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
ん
で
お
り
、
ド

ロ
ー
ン
等
の
技
術
を
活
用
し
つ
つ
、
引

き
続
き
国
民
の
森
林
で
あ
る
国
有
林
を
大

切
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
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